
季刊山口大学埋蔵文化興事資開館通信第Z号

Elementαr y Archαeologicαt Report 

てらこセぞ＝＞ j~ 云ム
ι 

｝品21 副会~,l r-t墳の世界～d，、7暗島町が章をおる～jを向後はす

。』II大乍刻1綴文化財資料館は、当館が継続しておこなっている山口大学椛内遺跡の調査 ・研究成果を、学内

外に広・弘通tするため、昭和63年（l 988）から年間 1～2聞の企図版示をl)IJ催しています。第 Zl回目となる

今年度の企図｝展は、 f古担~J をテーマとすることになりました。

『古機J（，）イメージ
管さんは、fJS・前年』や f遺跡Jという含主主をl.lRv、た時に、どのようなものを思い浮かべますか。 近需品地方

にあるような鎚穴形をしたとてつもなく大きな古股（前方後円以）や、古lJtから出土する荻撃な高IJ鮮品安息いi'r-
かべる人が多いのではないでしょうか？ しかし一方で実際に古績を見学したり、.i.・.IJtから出土した副l葬品｛鋭

や勾玉など）を在見事実したことのある人は意外と少ないと辺、います。

笑1主、 f古l'JtJ とはそんなに特J)IJft~跡ではなく 、 しばしば我々の身近にひっそりと恩もれています。山口県内

だけでも現在までに400滋～500必の8績がfil1i，認されているのです

吉司IIGl出現

日本の歴史で｛士、時代を（，（分する名称として f古lJ.111寺代Jという用緑地tff.(.：正します固 Jg山学や・ml史学の研究者

により多少見解のi長いがありますが、人ーまかには31吐紀後‘Fから6i世紀ぶまでの時期lを示しますーそ氏。f主、なぜ

この時期を r, •,·t.nnH-1:J と l呼ぶのでし主うか。

f古車tJとは、，I必自体は fi：を必く縫った1rの広』の怠l法ですが、このような縫rt,1,JftP年代以前の’＇）1，往時代

にも干'ff主します。弥生時代の上を縫った誌はんぜiとは呼ばれず、rt.(t丘宣告J、f台、状怠J、『方JliJ/il／品il;Jなどと呼

ばれます。これらの裁の多くは特定の人物やその家litのためのものですが、’Fト生時代の終わりti'.（になると、各地

のi'H毛（作ノJ.fi・) li:さらに大きな~を作るようになります。中岡地方では、 中間1 1』I也から日本祐，HJ,1のIii陰地方に

かけて、四角いf.{t丘のl川隅を3提出させた r『q隅3提出裂t.n丘差益Jが広く分布し、中には ー辺 50mを趨えるものが

出現します。また瀬戸内側では、問JII県倉敷市に低径約 40mの円形股丘悠の前fj~Jにみj彩の突出掛iを持った令長

8011、以上の楯築検丘盟が出現します。

このような状況の下、 3111：紀後半から 4 1世紀にかけて尚『l本を中心とした谷地に、 さらに大きく 、 内務のJl•i ~(J(J 

な袋が校均 します。す冷わち、前./jj量l'l<,lf1n1長l出｝形(l)lj't丘、怒穴式イ，，告に木将j・をおさめる思務方法、'if.符i

神器A官立たど銅inを中心と した刷持品のf:B現です。我々はこのような内容を持つ些の出現をもって占般のtm臣、。い

換えると，i;-瓜i時代の始まりと考えています。 I 

古績か月匿曜E唱！＂E車aiM< I 
古噴出現の－／＇i放には、pq出耳炎HI霊gtf¥Ii：・-k);の分布域のように各t也被で社会的な約束。，下を共イiーしていた集ケヤ、猟築

総丘是正の被葬宥のように地域で突出した峰}Jをゐしていた首長クラスの人物が、大手IJ波絡を中心に去ら に広範倒

是非一度ご観覧ください！

111口大学組織文化財資斜館 賞l21 lol~＠.ij！昆

古墳の 世 界
山口県の古績を採る～

（償山成己）

間世暗所 ．山口大学i里震文化財資料館
問自証期間 平成17年11.1'15白｛土｝～平成時年2月24日｛金）
開館時間 午前9時00分～午後5時00分
休館自 主・日織目、 祝日、年来年始。2月288～1月4日｝

調様刊舟sB （主〉館側.し＂＇ず

東福岡修での観覧でめれば、Sllllのゆし;l,みで休，89でもll買で曾＂ず
入眼科 。録料
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iを斜線この一品 vol.2

i脅石製模遺品

術活（かっせき）という石をご存じですか。 滑石は爪でも持活をつけることができるまt・らかい石で、加工が

容易であることが特徴です。このため各時代にわたって綴々な用途で佼われていました。今岡は古償時代

の滑石製4築造品についてご紹介します。

古l'J't時代においては、4世紀後半に成工具ーなどを模倣したいわゆる f雛形（ひながた）Jとして、本物

そっくりの精巧なものが古漬の商I］葬品としてつくられはじめました。 しかし、5世紀以降次第に粗雑化 ・

小型化し、大likにつくられるようになるとともに、古漬からの出土！~Jはなくなり、 告書面e cさいし※お祭り）

をおこなっていた遺跡や終結跡からm土するようになります。

cf樹キャンパスでは、古担当時代の集ff!:跡があったとtft測される事務局2号館の敷地で滑石製談造品が

出－r.しています。非同・i辺4箆造品には盾 ・斧 .a臨・円板形のものがあり、大きさは2～10cmで、紙を過す

ための小さな干し｛あな）があけられています。事務局2号館南側の大学会館前Jifi'!rlからは滑石のJJ;（石が

出七していることから、集務でつくっていた二とがうかがえます。

また、吉岡キ、ンパスから約3kmほど南西の西遺跡（1Jl口県立樹京高校敷地）からは、 市成l時代中期

(5世紀中業～後半）の駁穴式住居から斧 ・鍛 ・盤（のみ） ・円絞形の滑石製敏治品が大tilにH.1上して

います。 これらが具体的にどのように｛吏われたのかは分かつてb、ませんが、住居F人lなどで然記に使われた

ものと考えられます。

斧形

盾形

． ・－同様彰

吉因遺館内吟出土した滑石製織遺昂

i!:lt.fti.使い"ljをしZい~c;)か有事？
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J'f .,l氏Jえ1t~:tのが仕事 υol.2

このローナーでは、多岐にわたる期成文化財の仕事を紹介します．粗蔵文化財の仕事では土を拠る体力も必要です
が、実は正織さ・鍬絡さが非常に盤襲で、 ill気のいる作業が多いのです．今回紹介する岨l縄文化財のお仕事は・

接合（せつごう）

接合とは、出土した遺物が敵片の必合、 同じ倒体のものを探してくっつけることです。

～健闘電る志c;)～

セメ'Iイン ピンチ 輔聞つまようじ

回グ
～後令のjヲ法～

l新聞を広げ、 ：I:泌をその上に出します。 - －情”

軍事主主壇 』 可－ E圃’~

2色や材質、糊附を凡ながら炉！ー倒防探します。グ v 0""" ~ξ 
3その中で断面同二l”がぴったりとくっつくものを探します。 企鵬 I ,, －一
見つかったら片方の破片の断而にセメダインをつけます．

くお4.セメダインが少し乾き始めたらピンチで留め、完全に乾く
まで個定します。 （セメダインがはみ出したときは、 つまよ
うじで、 七総伝似つけなし、ようにしてとります）

5これを繰り返して、くっつく破片がなくなったら終わりです。 ρ宥iJ
（完全なj杉になるとは限りません） （陥本史的 uiう 4・鉱ll< 〈。ラ〈・mをriし，e

鹿の角で、釣り針をつくって、1誌を釣ってみよう

!JU£釣り針は般でつくら札ていますが、縄文時代、弥他時代の遺跡からはしばしば礎的f句、イノシゾの牙など11・角製の釣り針が！L1・1：します．
そこで今!illは、現代の道具を使って手順を省略しつつ、姥の1Jから釣り針をつくって魚釣りに挑戦しました．

①材料 ②用意するもの ③仮状に小さく着る ③針の形を錨〈 ⑤ヤスリで削る

flt' ·,~ 
，.；；~守

水に掛けて柔らかくしながらヤスリ
でf闘ってつくります．

胞の向 のよぎり
ヤス担

水に前吋て柔らかくしてから訴状に っくりたい針の形を
切ります• /IJの中心の髄の箱分は 摘きます
leらかいので使えません．

⑦釣る⑥完成品

結果発表1

大きい針で鰻紛乱いましたが、制だけとられてしまb、ましむ
小さい針には20～30cmの魚がか方、りましたが、水面まで
上げたところで逃げら札てしまいました． 
31時間粘りましたが、あたりはあったものの結局1匹も釣り上
げることはできませんでした。技念 ’

Jにきい針と小さい創の2種町iを
つ〈ってみました．

ミミズ4引1に‘じっと持ちます…

｛有本抗告紀）
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、i，、7i!/.のの4事$1古銭イトvol.l

茶臼山古噴資料館

茶臼山古償資料館！主、柳丹市の柳井ill!駅北西約 lキロメートノレ、 j司防灘

を臨む占禁品・1；約80メートルの丘陵上にある、同指定史制。智I到j:・mf11.LJ占岐に

併設されています． 入館者は年llil約 4千人で、小＇ I＂？：絞や各般 R1体による

tl学 ・＇－＇t：習会等、広く百号附されています。

資料館展示室には、柳井::'iiiヨIii8肢から削上した楠給 ・鉄剣・鋭 ・勾 f

などの展示がされており、なかてもr!i君主l時代の鋭としては日本一の大きさの

r 1l: If仰が獣量産』（腿示品はレプリカ｝からi正、 当時のi','.:j).Jtな絞術がうかがえ

ます。 奥には茶F1111 ,t,・ ltl解説ビデオを悦聴できるコーナーもあり、わかり

やすく茶臼LLI,!i般について午：ぶことができるようになっています． 実際に、

見学した小中学生からは fわかりやすかったJr 」.－般のイメージが変わったJ

などの感忽が聞けるそうです．

里見｛.EN.臼1IJ占償資料館でM示中の鋭要員は、 12刀 10日｛土）から111n

県史荻美術館illiI·記念館において刷俄される特）JIJ}J~示 fシリーズ1.Luk:文物6

鋭のなかの字¥tiJに貸しH1される予定になっています。 主主FlIll ,e,・償資料館

をfょう’して鋭に興味を".IIかれた方はそちらにも足を運んでみてはb、かがで

しようか。 ｛断水.J'.lW)

2005ヰ A 結成_j_1't~:t 資料館内総動

東日山吉塙縄開館属示室

－・・‘・・幽占1.a1

資lffilii.止か句昆智薫臼山古翁詰a
おrr.i，、合わせ先
娯!cl山8償資料館

〒742帥21柳井市柳；n:r:,1111Jos 
’向I0820 22寸 l師

.ltl剛志

｜削 l市教育昏U会文化JI｛車
干7428714惜IJt-oriiti附r1-10 2 

Tel 0820 22-2111 

8/2（火） ・18（木） ・25（木）

教育学部111:t脇山口小学校 ・幼稚踊（白石遺跡）

で立会ill目~を'.;Ji・胞。

12（金）・22（月）

l':Tlll椛1Ji教育総合研究センター （吉岡遺跡）で

立会調査を来機。

徹’Z牢邸附.，山口小学校・崎種副官白立会綱輩

q月 9/8（木）

14（水）

吉岡構内教育総合研究センター（古関遺跡）

で立会論授を実方握。

一 一一
敏曹鶴宮町実包：，.，；，－官申立会調車

辛f,J占世大・ミF均成.:;1.代嗣費科枯渇f主

第2~－
r-rらこや増 え 』zoos執

。1品集・発行

山口大学坦l級文化財資料館
〒753-851I 山口県山口市大字お問 1677-1

Tel／ドax 083・933-5035
E・1凶 11 yuam@y印刷guchi-uac jp 

ー－ 吟品目』町、ー・－ ー｝ーー四ー－・－ 司』・ーのーー、
発行年JIII 2005. JO. I. 
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